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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

◆テクニカルショウヨコハマ2017（第
38回工業技術見本市）
会期：2017年2月1日（水）～ 3日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：横浜国際平和会議場（パシフィ
コ横浜）展示ホールC・D（横浜市西区
みなとみらい1-1-1）▷入場料：無料
（事前申込制）▷主催：公益財団法人
神奈川産業振興センター／一般社団
法人横浜市工業会連合会／神奈川県
／横浜市/問合せ先：事務局045-
633-5170（神奈川産業振興センター・
取引振興課内）

◆第21回「震災対策技術展」横浜-自
然災害対策技術展-
会 期：2017年2月2日（木 ）・3日（金 ）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：横浜国際平和会議場（パシフィ
コ横浜）展示ホール（横浜市西区みな
とみらい1-1-1）▷入場料：無料（登
録制）▷主催：エグジビションテク
ノロジーズ株式会社/問合せ先：事
務局03-5775-2855（エグジビション
テクノロジーズ内）

◆ENEX2017 第41回地球環境とエネル
ギ ー の 調 和 展（Energy and Environ

ment Exhibition）／ Smart Energy 
Japan2017 ／ 電 力・ ガ ス 新 ビ ジ ネ
スEXPO 2017（旧 新電力EXPO）
会期：2017年2月15日（水）～ 17日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：東京ビッグサイト東1・2ホール
（東京都江東区有明3-11-1）▷入場料：
3,000円（ウェブサイトで事前来場登
録すると無料）▷主催：＜ENEX2017＞
一般財団法人省エネルギーセンター
＜Smart Energy Japan2017＞株式会
社JTBコミュニケーションデザイン＜
電力・ガス新ビジネスEXPO 2017＞一
般財団法人省エネルギーセンター／
株式会社JTBコミュニケーションデザ
イン/問合せ先：展示会事務局03-
5657-0762（株式会社JTBコミュニケー
ションデザイン内）

◆スマートエネルギー Week2017（併催：
第10回［国際］太陽電池展 ～ PV EXPO 
2017 ～／第8回 太陽光発電システム施
工展／第8回［国際］二次電池展 ～バ
ッテリー ジャパン～／第7回［国際］
ス マ ー ト グ リ ッ ド EXPO ／ 第5回［ 国
際］風力発電展 ～ WIND EXPO 2017 ～
／第3回 電力自由化 EXPO ／第2回［国
際］バイオマス発電展／第1回［次世
代 ］ 火 力 発 電 EXPO ／ FC EXPO 2017 
～第13回［国際］水素・燃料電池展～）

会期：2017年3月1日（水）～ 3日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）▷会場：東京ビッ
グサイト（東京都江東区有明3-11-1）
▷入場料：無料（事前登録制）▷主
催：リード エグジビション ジャパ
ン/問合せ先：展示会事務局【出展】
03-3349-8576 ／【 来 場 】03-6748-
8067（リードジャパン内）

●CMCリサーチセミナー「排熱利用技術の
基礎と最新動向～バイナリー発電技術を
中心とする、各種技術の特徴と動向～」
会期：2017年1月24日（火）▷開催時
間：13：30 ～ 16：30▷会場：ちよ
だプラットフォームスクウェア 503
会議室（東京都千代田区神田錦町3‐
21）▷参加費：4万2,000円（税込・資
料代込）＊詳細要確認▷主催：CMCリ
サーチ/問合せ・申込先：http://cm
cre.com/archives/22664/

●NEF人材育成研修会「風力発電コース」
会期：2017年2月2日（木）▷開催時
間：9:45 ～▷会場：サンシャインシ
ティ コンファレンスルームRoom14
（東京都豊島区東池袋3-1-3 ワール
ドインポートマートビル5階）▷参加
費：無料（要事前登録）▷主催：一般
財団法人 新エネルギー財団（NEF）/

問合せ先：03-6810-0361（新エネル
ギー財団計画本部・新エネルギー人
材育成研修会担当）

●2016 HESS 特別講演会 プログラム
「Power to Gasなど温室効果ガス削

減に向けた水素関連技術の動向」
会期：2017年2月3日（金）▷開催時
間：13:15 ～ 16:25（受付12：55より）
▷会場：日本大学会館（本部）講堂（東
京都千代田区九段南4-8-24）▷参加
費（資料代含む）：HESS会員1万円な
ど（＊詳細要確認）▷主催：一般社団
法人 水素エネルギー協会（HESS）/問
合 せ 先： 事 務 局http://www.hess.
jp/

●第8回日独エネルギー・環境フォー
ラム「地球環境対策に資するエネル
ギーの新たな枠組み（仮題）」
会期：2017年2月9日（木）・10日（金）
▷開催時間：＜9日＞10：00 ～ 17：
35（受付開始9：30）＜10日＞9：30 ～
13：00（受付開始 9：00）▷会場：WTC
コンファレンスセンター（東京都港区
浜松町2丁目4番1号 世界貿易センタ
ービル38F）▷入場料：無料（事前登録
制）▷主催：国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構
(NEDO) ／ドイツ連邦環境・自然保
護・建設・原子炉安全省（BMUB）／ド

イツ連邦経済・エネルギー省（BMWi）/
問合せ先：申し込み事務局03-5402-
6412（株式会社日本旅行ECP営業部内）

●第11回イワタニ水素エネルギーフォーラム
▷入場料：無料（登録入場制）▷主
催：岩谷産業株式会社/問合せ先：
フォーラム事務局03-5405-7030
【大阪会場】会期：2016年2月14日
（火）▷開場：12：30 ／開演：13：00
▷会場：グランフロント大阪 北館
B2F ナレッジキャピタル コングレコ
ンベンションセンター ホール『A+B』

（大阪府大阪市北区大深町3-1）
【東京会場】会期：2016年2月27日
（月）▷開場：12：30 ／開演：13：00
▷会場：東京国際フォーラム『ホー
ルB7』（東京都千代田区丸の内3-5-1）

●地熱シンポジウム in 雲仙
会期：2017年2月17日（金）▷開催時
間：14：00 ～ 17：30（開場13：30）▷
会場：長崎県雲仙市小浜体育館（雲仙
市小浜町南本町7番地）▷入場料：無
料（事前申込制）▷主催：雲仙市／長
崎大学/問合せ先：雲仙Eキャンレッ
ジ交流センター 0957-74-3345 ／長崎
大学環境科学部095-819-2766　＊エ
ネルギー技術展示会同時開催

新エネルギー関連
イベントカレンダー（1月～ 3月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。
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▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

▼
変
革
の
年
に
思
う

今
年
２
０
１
７
年
は
、
国
内
外

に
お
い
て
も
大
き
な
変
革
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ

が
、
発
信
源
と
し
て
大
き
な
影
響

を
与
え
そ
う
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
同
時
現
象

と
し
て
の
小
さ
な
世
界
を
演
出

し
、
す
べ
て
が
連
動
的
に
展
開
し

て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
と
い
う
技
術
が
、
私
た
ち
の

生
活
を
変
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。個

人
あ
る
い
は
人
間
と
し
て
の

主
体
性
が
、
ど
こ
か
に
追
い
や
ら

れ
て
は
、
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
私

た
ち
の
暮
ら
す
場
さ
え
も
一
元
化

さ
れ
、
一
辺
倒
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
反
省
と
展
望
の
た
め
、
こ

の
年
末
年
始
、
冒
険
と
確
認
の
旅

に
出
た
。
目
的
地
は
南
米
エ
ク
ア

ド
ル
の
首
都
キ
ト
と
、
ア
メ
リ
カ

の
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
、
そ
し
て
首

都
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
あ
る
。

▼
エ
ク
ア
ド
ル
の
生
物
多
様
性
と

観
光
立
国

キ
ト
は
赤
道
が
通
っ
て
お
り
、

国
名
の
エ
ク
ア
ド
ル
は
、
赤
道
と

い
う
ス
ペ
イ
ン
語
に
由
来
し
て
つ

け
ら
れ
た
。
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高

地
に
あ
り
、
酷
暑
で
は
な
く
年
間

を
通
し
て
平
均
気
温
が
10
～
30
度

Ｃ
で
あ
る
と
い
う
。
世
界
で
も
有

数
の
生
物
多
様
性
の
国
で
、
１
６

３
０
種
の
鳥
類
、
１
２
０
０
種
の

蝶
類
が
棲
息
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ス
で

あ
る
。

か
つ
て
は
イ
ン
カ
文
明
の
地

が
、
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
り
植
民
地

化
さ
れ
、
そ
の
影
響
下
で
、〝
発

展
〟
し
て
き
た
国
で
あ
る
。
が
、

現
状
は
「
発
展
途
上
国
」
の
位
置

づ
け
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
諸

国
と
同
じ
よ
う
に
、
躍
動
感
に
み

な
ぎ
っ
て
い
る
。

種
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
地
、
Ｍ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
へ
の
レ
ン
タ
カ
ー
で
の
ド

ラ
イ
ブ
は
、
感
動
と
冒
険
の
旅
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
色
鮮
や
か

さ
や
大
き
さ
が
異
な
る
20
種
を
超

え
る
群
れ
を
な
す
ハ
チ
ド
リ
の
飛

翔
と
そ
の
特
徴
で
あ
る
ホ
バ
リ
ン

グ
の
姿
や
羽
音
は
、
感
動
的
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
感
動
を
体
験
で

き
る
観
光
地
と
し
て
の
独
自
性
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
。

赤
道
線
上
の
地
、
Ｍ
ｕ
ｎ
ｄ
ｏ

は
、
赤
道
の
存
在
や
発
見
の
〝
経

緯
〟
を
、
現
場
展
示
す
る
観
光
地

で
も
あ
る
。

ま
た
、
キ
ト
の
旧
市
街
は
16
世

紀
半
ば
の
ス
ペ
イ
ン
占
領
以
降
の

歴
史
を
残
す
世
界
文
化
遺
産
と
し

て
、
１
９
７
８
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
の
指
定
を
受
け
、
観
光
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
光
で
国
民
を
養

う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
エ
ク
ア

ド
ル
に
生
き
、
暮
ら
す
人
々
の
愛

着
や
誇
り
に
な
っ
て
い
る
。

▼
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
ク
は
ア
メ
リ
カ

の
原
点

ア
メ
リ
カ
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

訪
ね
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
ス

ピ
リ
ッ
ト
が
伝
わ
る
よ
う
な
展

示
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
地
の

旧
市
街
は
、
や
は
り
観
光
地
と

な
っ
て
い
る
が
、
静
寂
さ
と
気

高
い
精
神
性
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

▼
ワ
シ
ン
ト
ン
の
様
子

そ
の
後
、
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
走

り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
移
動

し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
ア
メ

リ
カ
の
首
都
と
し
て
、
そ
の
威

容
を
誇
っ
て
い
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
、
リ
ン
カ

ー
ン
記
念
館
が
あ
り
、
リ
ン
カ

ー
ン
大
統
領
の
巨
大
な
座
像
前

で
は
、
夜
遅
く
ま
で
多
く
の
人

が
や
っ
て
き
て
お
り
、
写
真
を

撮
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
応
え
、

館
内
シ
ョ
ッ
プ
も
営
業
し
、
記

念
を
販
売
し
て
い
る
。
私
は
、

「
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説
」
を
全

文
、
読
み
通
し
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
政
治
の
中
心

地
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領

の
就
任
で
、
世
界
が
そ
の
行
方
に

関
心
を
持
ち
、
関
わ
り
を
持
と
う

と
し
て
い
る
。
12
番
街
に
は
、
ト

ラ
ン
プ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ホ
テ
ル
も
鎮
座
し
て
い
た
。

ポ
ト
マ
ッ
ク
河
の
対
岸
に
は
、

ク
リ
ス
タ
ル
・
シ
テ
ィ
と
命
名
さ

れ
た
先
進
デ
ザ
イ
ン
の
商
業
街
と

し
て
、次
世
代
を
演
出
し
て
い
た
。

▼
連
載
コ
ラ
ム
の
目
的

以
上
、
エ
ク
ア
ド
ル
で
も
、
ア

メ
リ
カ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

性
と
役
割
を
活
か
し
、
住
民
が
愛

着
と
誇
り
、
同
時
に
、
独
自
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

本
連
載
コ
ラ
ム
は
、「
地
域
の

地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
Ｓ
ｏ

ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」

と
題
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
も

ち
ろ
ん
、
リ
ン
カ
ー
ン
が
短
い

演
説
の
結
び
で
述
べ
た
Ｏ
ｆ
、

Ｂ
ｙ
、
Ｆ
ｏ
ｒ
（
の
、
よ
る
、

た
め
）
を
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
と
し

た
精
神
や
視
点
を
通
し
て
、
地

域
や
社
会
、
そ
し
て
暮
ら
し
に

つ
い
て
、
各
地
の
実
例
を
紹
介

す
る
こ
と
を
、
目
的
と
し
て
い

る
。
コ
ラ
ム
の
表
題
〝
Ｏ
ｆ
Ｂ

ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
〟
は
、
そ
の
「
合
言

葉
」
で
あ
る
。

末
尾
に
冠
し
た
〝
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

〟
は
、「
北
か
ら
、
東
か
ら
、

西
か
ら
、
南
か
ら
」
を
、
意
味

づ
け
て
い
る
が
、
同
時
に
、
こ

の
合
言
葉
を
、
四
方
に
広
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

に
、
空
港
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
で
、

ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
に
出
掛
け
た
。

南
北
戦
争
の
激
戦
地
で
あ
り
、
リ

ン
カ
ー
ン
大
統
領
が
終
結
の
た
め

に
有
名
な
演
説
を
１
８
６
３
年
に

行
っ
た
地
で
あ
る
。
誰
も
が
知
る

「
人
民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た

め
の
政
治
」
と
い
う
演
説
で
あ

る
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
民
主
主

義
の
基
本
的
な
考
え
で
あ
り
、
日

本
国
憲
法
に
も
、
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

「
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説
」
は
、

私
の
高
校
時
代
、
英
語
の
授
業
で

暗
記
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た

の
で
、
い
ま
で
も
頭
の
中
に
あ

る
。
そ
の
地
の
様
子
を
確
認
す
る

こ
と
が
、
今
回
の
旅
の
目
的
で
あ

っ
た
。
現
地
に
立
つ
と
、
な
る
ほ

ど
南
北
二
軍
が
、
戦
闘
す
る
好
適

地
の
よ
う
に
も
思
え
た
が
、
そ
の

当
時
の
激
戦
や
犠
牲
に
な
っ
た
兵

士
た
ち
の
叫
び
や
、
大
砲
の
爆
音

が
聞
こ
え
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
原
点
の
地
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
人
の
観
光
客
も
多
数
が

ゲティスバーグ図書館前のリンカーン像と
演説の刻字

Ｄ
Ｃ
に
行
く
前

第1回


